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社
会
の
多
様
化
、
生
活
習
慣
の

変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

り
、
犯
罪
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
と
い
っ
た
意
識
の
改
革
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
伊
奈
町
に
お
い
て
も
窃

盗
な
ど
の
事
件
が
増
加
し
つ
つ
あ

り
、
町
で
も
警
察
と
連
携
し
、
交

番
へ
の
人
員
増
員
の
要
望
や
防
犯

１地域の安全�
�

地域防犯への�
　さらなる取り組み�

今
年
度
よ
り
小
室
交
番
に
交
番

相
談
員
を
配
置
し
、
防
犯
に
関
す

る
み
な
さ
ん
か
ら
の
疑
問
や
質

問
、
相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
が

整
え
ら
れ
ま
し
た
。

小
室
交
番
の
人
員
強
化

灯
設
置
な
ど
、
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
安
心
安
全
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、

当
町
に
お
い
て
も
様
々
な
面
で
の
安
心
・
安
全
へ
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
今
回
は
伊
奈
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
２
つ
の
事
業
を
紹
介
し
、
安
全
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
　

特
　

集�安

全
　�
安

全
　�
安

全
　

を
考
え
る�

・ 

地
域
防
犯
へ
の
新
た
な
取
り
組
み�

・ 

学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進
事
業�

交番相談員が配置された小室交番

街頭犯罪
・路上強盗

グループによる犯行が多く、暴行を受けることも
あります。
（対策）・人通りの多い明るい道を通りましょう。
・ひったくり

被害者の９割が女性で、背後からバイク等で近づ
き、バッグを奪う手口です。
（対策）・防犯ネットやカバーをつけましょう。

・人通りの多い明るい道を通りましょう。
・車道と反対側の手にバッグを持ちましょう。

・車上狙い
窓ガラスを破壊したり、合鍵によりドアを開ける

手口です。
（対策）・座席にバッグなどを置かないようにしましょ

う。
・ドアロックを忘れずにしましょう。

・自動車盗
高級車や人気車が狙われやすく、その８割がドア

ロックしていても被害に遭っています。
（対策）・車から離れるときは鍵を抜き、ロックをし

ましょう。
・イモビライザーやアラームを装備しましょ
う。
・管理の行き届いた駐車場を選びましょう。

・バイク・自転車盗
乗り物盗は窃盗の約４割を占めるほど多発してお

り、その多くに少年が関与する傾向にあります。
（対策）・U字ロックやワイヤーロックなど二重ロッ

クにしましょう。
・防犯登録をしましょう。
・路上放置や違法駐車をしないようにしまし
ょう。

ご 注 意 を ！
～こんな犯罪が増えています～

こ
れ
に
よ
り
同
交
番
は
、
平
日

３
名
体
制
と
な
り
、
今
後
、
防
犯

に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
一
層
の

効
果
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
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ＪＡ女性部との交流授業

「
学
校
給
食
は
、
生
き
た
教
材
」

〜
地
域
理
解
を
深
め
る
〜

15
年
度
よ
り

文
部
科
学
省
か
ら
地
域
指
定

を
受
け
る
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〜
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
で
守

る
〜こ

の
よ
う
な
住
民
の
み
な
さ
ん

の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
機
運
の

高
ま
り
を
好
機
と
と
ら
え
、
町
で

は
今
年
度
、
各
地
区
の
防
犯
組
織

の
結
成
を
目
標
と
し
、
そ
の
準
備

に
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
町
に
あ
る
行

政
区
を
基
本
と
し
た
防
犯
組
織
づ

く
り
を
骨
格
と
し
、「
地
域
の
安

全
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
を
基
本

理
念
と
し
て
い
く
も
の
で
す
。

防
犯
組
織
結
成
へ

防犯パトロール

こ
の
よ
う
な
警
察
や
行
政
の
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
も
、
自
主

防
犯
の
動
き
が
見
ら
れ
、
各
地
域

に
お
い
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
一

声
運
動
な
ど
、少
し
ず
つ
で
す
が
、

防
犯
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

防犯に関する
お問い合わせは・・・

上尾警察署　048(773)0110

小 室 交 番　048(721)0934

六道駐在所　048(728)1555

町生活安全課 2282内�

犯
罪
の
大
部
分
を
占
め
る
街
頭

犯
罪
や
侵
入
犯
罪
を
防
ぐ
に
は
、

地
域
の
監
視
の
目
が
と
て
も
重
要

と
な
り
、
町
で
も
犯
罪
を
発
生
さ

せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 安

心
安
全
な
町
をめ

ざ
し
て

活
動
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
一

声
運
動
、
通
学
路
の
安
全
確
保
な

ど
が
主
に
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
各
組
織
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
自
ら
の
手
で
地
域
の
安

全
対
策
を
進
め
て
い
く
形
が
理
想

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
広
報
や
回
覧
な
ど
を

通
じ
て
、
防
犯
組
織
の
内
容
な
ど

を
随
時
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
、
食
品
の
偽
装
表
示
や
遺

伝
子
の
組
替
食
品
、
そ
し
て
野
菜

等
の
残
留
農
薬
の
危
険
性
な
ど
、

食
に
対
す
る
安
全
性
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。ま

た
、
そ
の
一
方
で
児
童
生
徒

の
朝
食
の
欠
食
や
脂
質
の
過
剰
摂

取
な
ど
、
食
に
関
す
る
問
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
将
来

を
担
う
児
童
生
徒
が
安
心
し
た
食

生
活
を
お
く
る
こ
と
は
、
と
て
も

重
要
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

町
で
は
平
成
15
年
度
よ
り
、
文

部
科
学
省
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
小

室
小
学
校
・
伊
奈
中
学
校
・
給
食

セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
り
、「
安

全
か
つ
安
心
な
学
校
給
食
推
進
事

業
」「
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育

推
進
事
業
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

２食の安全�
�
・安全かつ安心な�
　学校給食推進事業�
�・学校を中心とした�
　　　食育推進事業�

の
研
究
実
績
を
生
か
し
、「
学
校

を
中
心
と
し
た
食
育
推
進
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
学
校
給
食
は
、
生
き
た
教
材
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ

16
年
度
か
ら
は
、
前
年
度
ま
で

15
年
度
に
お
い
て
は
、「
伊
奈

町
安
全
か
つ
安
心
な
学
校
給
食
推

進
事
業
」
の
中
で
、
学
校
給
食
を

取
り
巻
く
環
境
や
課
題
に
対
し

て
、
グ
ル
ー
プ
を
３
つ
に
分
け
、

給
食
の
高
い
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
物
資
選
定
面
で
は

食
品
衛
生
監
視
票
な
ど
の
公
的
書

類
に
よ
る
事
前
審
査
や
地
産
地
消

の
推
進
、
納
入
面
で
は
納
入
業
者

の
配
送
・
保
存
状
況
の
チ
ェ
ッ

ク
、
調
理
配
膳
面
で
は
衛
生
管
理

へ
の
細
や
か
な
配
慮
な
ど
食
の
安

全
性
を
重
視
し
た
研
究
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
。

研

究

内

容

伊
奈
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
安
心
し
て
成
長
で
き
る
よ

う
に
、
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
の

関
心
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
し
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
や
望
ま
し
い
食
習
慣

の
見
直
し
を
図
り
、
食
生
活
を
改

善
し
な
が
ら
健
や
か
な
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
未
来
を

農業体験教室

ー
の
出
前
授
業
を
は
じ
め
と
し
、

農
業
体
験
教
室
と
し
て
の
稲
の
栽

培
実
習
・
親
子
料
理
教
室
・
Ｊ
Ａ

女
性
部
と
の
交
流
授
業
な
ど
地
域

と
の
連
携
を
重
視
し
、
地
域
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
、
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。


